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金沢大学十全医学会雑誌 第97 巻 第3 号 51 卜 52 9 く1 9 881

栄養輸液の 急性膵炎に与える影響に つ い て

－ とくに 膵の ア ミノ酸代謝を中心 に
一

金沢大学医学部外科学第二幕座 く主任 こ宮崎逸夫教授1

田 中 茂 弘

く昭和6 3 年3 月2 9 日受付ナ

511

ラ ッ トに 実験的急性膵炎 を作成 し ， グ ル コ
ー ス と 脂肪乳剤 に よ る栄養補給が ， 膵炎時の生体お よ

び 掛 こ与 える 影響に つ い て 検討 した ， 膵炎は タ ウ ロ コ ー ル 酸と ト リ プ シ ン を経十 二 指腸的に 総胆管内に

注入 す る事 に よ っ て 作成 し， 上 大静脈 に 挿入 した カ テ
ー テル か ら持続点滴 を行な っ た ． 輸液内容 に よ っ

て 動物 を生理 食塩水の み を投与 し た P －S 群 ， 全力 ロ リ ー

を グ ル コ
ー ス で 投与 し た P ． G 群

，
カ ロ リ

ー の

2 5 ％を月旨肪で投与 し た P ． F 2 5 乱 50 ％を 脂肪 で投与 した P
－ F 50 群 の 4 群 に 分 け た ． 窒 素平衡 は エ ネ ル

ギ
ー

を与 え な か っ た P －S 群で 最も不 良 で あ っ た が ， 同
一

の カ ロ リ
ー

を投与 した群間に お い て も善が み ら

れ
，
P － G 群 が最 も良好で ， 脂肪量 が増 す に つ れ て 不良と な っ た ． ま た ，

P ．S 群 と P ． F 5 0 群の 死亡 率 は

p － G お よ び P － F 2 5 群 に 比 較 して 有意に 高 く ， 急性膵炎時 に は脂肪乳剤 は エ ネ ル ギ
ー 源 と して 有効 に 利用

され ない 可能性が 示 唆さ れ た ． 標識 ア ミ ノ 酸
3
H － L e u ci n e の 蛋白分画 へ の 取り込 み は ， 各群 で24時 間後 に

最も低下 した が ， 7 2 時間後 に は P － G 群 に お い て 有意に 増加 した ． P － F 2 5 群 に お い て も12 0 時間後に は同様

の 回復 を示 した が ，
P －S 群 と P ゼ50 群 で は 回復 は認め ら れ なか っ た ■

一 方 ， 膵 ホモ ジネ ー トの ア ミ ノ酸

濃度 は ， 各 群 と も 膵炎後2 4 時間 で 上 昇 し ，
な か で も i s ol e u ci n e

，
l e u ci n e ， V a li n e ， p h e n yl al an i n e ，

al a ni n e
，
S e ri n e

，
t y r O Si n e が高値 を示 した ． しか し こ れ ら は ， 1 2 0 時間後 に は P － G 群 ，

お よび P － F 2 5 群 で

正 常化 した に も か か わ らず ，
P －S お よ び P － F 5 0 群で はIL E ， L E U ， V A L ， th r e o n i n ， gl u t a m i n e が 高濃度

の ま ま で あ っ た ． こ れ らの 事か ら ， グ ル コ
ー ス を中心と した エ ネ ル ギ ー 投与 が ，

アミ ノ酸 プ ー ル の 改善

をも た ら し ，
さ ら に 標識 ア ミ ノ 酸の 蛋 白分画 へ の 取 り込 み を回 復さ せ た も の と思 わ れ た ． 以上 の 結果 よ

り ， 急性膵炎 の 栄養補給 は ，
グ ル コ

ー ス を主た る エ ネル ギ ー 源 とす る事が 望ま し く ． そ れ に よ っ て死亡

率の 低下 ，
窒素平衡の 改善 ， 膵の ア ミ ノ 酸プ ー ル の 正 常化と蛋白合成能の早期回復が得ら れ るも の と結

論さ れ た ．

K e y w o r d s A c u t e p a n c r e a titi s ， I n t r a v e n o u s h y p e r al
i m e n t a ti o n

，
F a t e m ul si o n

，

L a b ell e d a m in o a cid u p t a k e i n p a n c r e a ti c tis s u e ， A m i n o a cid

c o n c e n t r a ti o n i n p a n c r e ati c tis s u e

膵炎 の 本態 は ， 何ら か の 機序 で 活性化 さ れ た 膵酵

素が問質に 逸脱 し て 起 こ る 局所変化 と ，
血 中 に 逸脱

し た酵素に よ る多臓器障害 で あ る と認識 され て い る ．

従 っ て ，
そ の 治療 は ，

局 所の 安静 す な わ ち 膵外 分 泌

の抑制 を行な う と 共に ，
抗酵素剤の 投与お よ び呼吸 ，

体液
， 栄養管理 が主 眼 と なる ， 特 に 栄養管理 は ，

長期

A b b r e v i a ti o n s ニ A L A ， al a ni n e 言 A R G ，

に 亘 っ て 経 口 摂取が 不能 とな る 本疾患 に お い て ， 予

後 を左右 する 重要な問題 で ある
1 川

1 9 67 年 ，
D u d ri c k ら

5，
に よ っ て 発表 さ れ た 高 カ ロ

リ
ー 輸 液 くi n t r a v e n o u s h y p e r ali m e n t a ti o n ， I V H l

は ， 膵外分泌 を刺激す る事 な く ， 十分な 栄養 を投与

す る事が 可能で あ る事
6 川
か ら

， 膵炎の 治療 に 対 し て

a r gi n in e 三 F F A ， f r e e f a tt y a cid 3 G L N ，

g l ut a m in e 二 G L U ， g lu t a m ic a cid i G L Y ， gl y ci n e 三
H IS

，
his tidi n e 二 王L E ， i s o le u ci n e 三 I V H ，

i nt r a v e n o u s h y p e r ali m e n t a ti o n 三 L E U ， 1 e u cin e 三
L Y S

，
1 y si n e ニ M E T ， m et hi o ni n e ニ P H

E
，



5 1 2 田

合理 的 で あ り ，
工V H が 臨床 に 用 い られ る よう に な っ

て か ら ， 膵炎の 治療成績 は飛 躍的 に 向上 し て い る ．

し か し
一 方

，
そ の 機序 に つ い て の 研 究 は 不十分で ，

現時点に お い て も 単な る補助療法 の 効果 と し か 理 解

さ れ て い な い の が 現状で あ り ，
I V H が 損傷 さ れ た膵

に どの 様な影響 を与 える か に つ い て は ，
ほ と ん ど言

及 され て い な い ． ま た
一 般に 行わ れ る IV H で は ，

グ

ル コ ー ス
，
脂肪

，
ア ミ ノ 酸の 組合 せ が バ ラ ン ス の と

れ た方法 と考 え られ て い るが ， 膵 炎 に 対 す る 脂肪投

与 に 関し て は種 々 の論議が な され て お り ．
ま だ

一 定

の 見解に は達 して い な い
恥 l 刀

． そ こ で 著者 は ラ ッ ト に

急性膵炎を作成 し ， 栄養補給 お よ び 熱源 の 組成 の 変

化が ， 急性膵炎時 の 生体と傷害さ れ た 掛 こ対 して い

か な る影響 を与 える か に つ い て 検討 し た結果 ，
2
，

3 の 興味 ある知見を得 た の で 報告す る 一

材料お よ び方法

工 ． 実験動物

体重 200 g 旬 2 5 0 g の ウ イ ス タ
ー 系雄性 ラ ッ ト を20 時

間絶食 した の ち 用 い た ．

王王 ． 実験モ デ ル 作製法

ラ ッ ト をN e n b u t al
く泣
くp e n t o b a r b it al

－ N al の 腹腔 内

注射 く5 m g ハ00 g 体重つ に よ る麻酔下に 開腹 した ． 急

性膵炎の作製 は ， タ ウ ロ コ
ー ル 酸 く和光純薬工業 ， 東

京1 7 ％ ， ト リ プ シ ン く和光純薬工業 ， 東京う 2 ％の

溶液 を3 アC で24 時間イ ン キ エ ペ
ー

卜 し た も の を ，
経

十二 指腸的 に 総胆管内へ 0 ．3 m l 注 入 す る事 に よ り作

製 した ．

一 方 ， 同様に して開腹の み を行 な っ た も の

を
，
単開腹 モ デ ル と した ．

モ デ ル 作製後直 ち に ， S t e i g e r ら
咽 の 方法 に 準 じ ，

頸静脈よ り上 大静脈 に シ リ コ ン カ テ
ー テ ル を挿 入 し ，

代謝 ケ ー ジ 内で持続点滴 を行 な い ，
2 4 時間後 ，

7 2 時

間後 ，
1 2 0 時間後に 各種の測定 に 供 した ．

m ． 輸液の 組成 と 実験群の 設定

実験群 は輸液組成に よ り ， 膵炎作製群 く以下P 君判

は 4 群 に ， 単開腹群 く以下 C 群1 は 3 群 に 分 けた ．

P ． S 群二 生理食塩水の み を輸液 した群 ．

P ． S 群こ 全力 ロ リ
ー

を グル コ ー ス の み で 投与 した

群 ．

P － F 2 5 群こ全 力 ロ リ
ー の2 5 ％ を脂肪乳剤くイ ン トラ

リ ボ ス
命

，
ミ ド リ十到 で投与 した 群 ．

P － F 5 0 群 こ 全力 ロ リ ー の5 0 ％ を脂肪乳剤 で投与 し

た群 ．

C ． S 群 こP ．S 群と 同 じ ．

C － G 群 二 P － G 群 と同 じ ．

C ． F 5 0 群 こ P － F 5 0 群と 同 じ ．

各群 と も に ，
1 日当 り の 輸液量 を50 m l と し ， 投与

カ ロ リ ー は
，
0 ，8 3 C alJ

l
m l と した ．

1 V ． 測 定 項 目

1 ． 死亡 率

2 ． 窒素平衡

前期 3 日間と ， 後期 2 日 間の 全 尿中の 窒素量 を測

定 した ． 窒素量の 測定は ，
R a p p a p o rt 変法

1別

に より行

な っ た ．

3 ． 血 液生 化学的検査

持続点滴終了後 ，
ネ ン ブ タ ー ル 麻酔下に 開腹 し

． 腹

部大動脈 よ り採血 し て ，
以 下 の 測定 を行な っ た ．

1 う 血 清ア ミ ラ
ー

ゼ
．
リ パ

ー ゼ

血 清 ア ミ ラ
ー

ゼ は ヨ
ー

ド デ ン プ ン 比 色 法 くア ミ

ラ ー ゼテ ス ト ワ コ
ー

， 和光純薬工業 ， 東京う に て 測定

し
，
リ パ

ー ゼ は ，
C h e r r y

－ C r a n d all 法
201
に よ っ て測定

した ．

2 1 血清脂質

総月旨質 くt o t al li pid ， T L L 総 コ レ ス テ ロ
ー ル

くt o t a l c h ol e st e r ol ， T c hl ， 中性脂肪 くt ri gl y c e rid e ，

T G l
，
遊離月旨肪酸 くf r e e f a tt y a cid ， F F A l ， リ ン脂質

くph o s ph oli pid ， P L Pl を酵 素法
21，
で 測定 し た ．

4 ． 標識 ア ミ ノ 酸の 膵 へ の 取り込 み の 測定

持続点滴終了後 ， 輸液チ ュ ー ブ よ り ， 0 ユ声 Ciノg 体

重 の
3

H －1 e u ci n e くD L －1 e u ci n e － 4 ．5 －
3

H
，
N e w E n gl a n d

N u cl e a rl を注入 し ， 0 ．5 c c の 生理 食塩水で チ ュ
ー ブ

内を フ ラ ッ シ ュ した ． 1 時 間後 に 開腹開胸 し ， 胸部

大動脈 を結勢後 ，
腹部 大動脈 よ り 生 理 食塩水 20 c c

で
，
腹腔 内臓器を湾流 した の ち ， 膵 を摘出 し た ． 膵

を 0 ．0 1 M トリ ス 塩酸横衡液 くP H 7 ．0う 1 0 m l 中に 入

れ
， p O l y t r o n 型 ホ モ ジ ナ イ ザ

ー

くY a m a t o 社製

M O D E L L K －2 1
， 東京う を用 い ，

水冷下 に ホ モ ジナイ

ズ し た ． ホ モ ジ ネ
ー

ト を 冷 却遠 心機 に て ，
0
0

C

15
，
0 0 0 g で2 0 分間遠JL －し ， 上 清 4 m l に 2 5 ％3 塩 化酢酸

くt ri c hl o r o a c e ti c a cid ， T C A l l m l を 加 え ，

30 0 g で

1 0 分間遠心 した ． そ の 沈澱 を先の 緩衡液 5 m l で 懸濁

し たも の を T C A 不 溶性分画と し ，
上 浦 を T C A 可溶

性分画 と し た ． 次 に ，
そ れ ぞ れ に シ ン テ レ

一

夕
ー

5 m l を加 え ，
A l o k a L S C 6 7 1 型液体 シ ン テ レ

ー シ ヨ

p h e n yl al a n i n e ニ P L P ， p h o s p h olipid ニ S E R ， S e ri n e ニ T A U ， t a u ri n e 三 T C A ， t ri c hl o r o a c e tic

a cid ニ T ch ， t O t al c h ol e s t e r ol i T G ， t rig ly c e ri d e i T L ， t O t al lipid i T H R ， t h r e o n i n e 三 T R
P
，

t r y p t o p h a n e ニ T Y R ， t y r O Si n e ニ V A L ， V ali n e ．
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ン カ ウ ン タ
ー

で
，
放 射能 を 測定 し た ． 放 射 能 は

D P M で 表し ，
ホ モ ジ ネ

ー ト中の 蛋 白1 m g 当 り で 表示

し た ． 蛋白量 は L o w r y 法
22，
に よ っ て測定 した ，

5 ． 血 清お よ び 膵 ホ モ ジネ ー ト の ア ミ ノ 酸分析

血清 あ る い は先 に 作製 し た ホ モ ジ ネ
ー ト の 上 清

1 m l に ，
5 ％ ス ル ホ サ リ チ ル 酸 1 m l を 加 え ，

3 00 0 r p m で ，
1 5 分間遠沈 して

，
除蛋 白を行 な っ た ■ そ

の 上清 を蒸発乾燥 し ， P H 2 ，2 の ク エ ン 酸綬衡液 に て

定溶 し ，
日立 83 5 －5 0 型高速 ア ミ ノ 酸分 析計に て ， 以

下の ア ミ ノ酸濃度 を測定 した ．

is ol e u ci n e りL El ， l e u ci n e くL E U う， V ali n e くV －

A u ，
1 y si n e くL Y S l ， m e th i o n i n e くM E Tl ， P h e n yl a －

1 a ni n e くP H El ， th r e o ni n e くT H Rl ， t r y p t O ph a n e

くT R P l ， a l a n i n e くA L Al ， a r gi n i n e くA R Gン，

gl u t a m i c a c
id くG L Ul ， h i sti di n e くH I Sl

，
S e ri n e

くS E R l ， t y r O Si n e くT Y Rl ， gl y c i n e くG L Y J ，

gl u t a m i n e くG L N J ， t a u ri n e くT A Ul ．

6 ． 膵組織 の 組織学的検討

膵 を摘出後 ，
直 ち に10 ％ ホ ル マ リ ン に て 固定 し ，

へ

マ トキ リ シ ン ■ エ オ ジ ン 染色 を行な い ，
鏡検 し た ．

得ら れ た値は m e a n 士S ．D ． で表 し
． 各群間の 平均値

の 差の 検定は ， 一

元 分散分析後
，
S ch e ff e の 多重比 較

法を用 い 行な っ た ． ただ し ， 死亡 率 に つ い て は ， ズ
2

検定を用 い た ．

成 績

I ． 膵炎作製後 の 経過 と死 亡 率

膵炎作製後 ， 24 時 間の う ち に ． ラ ッ ト は 活動 の 低

下， 立毛 ， 腹水貯留 ， 乏尿 を来た し
，
輸液 を行な わ な

い 場合 に は ，
8 6 ％が72 時間以 内に 死 亡 し た ．

一 方 ， 輸

液を行 っ た 群で は ， 死 亡 率 は有意に 低下 し ，
2 4 時 間

以内 の 死 亡 は み ら れ な か っ た ． そ の 後 ， 生存 し た

ラ ッ ト は ， 次第 に 利尿 が つ き 始め
， 活発化 し ，

浮腰及

び腹水の 減少を認 め る よう に な っ た ． し か し
，
7 2 時

間以 降で は輸液の 種類に よ っ て死 亡 率 の 差が み ら れ

るよ う に な り
，
1 20 時間で は ， 生理 食塩水の み を投与

し た P－S 群 と 5 0 ％ の カ ロ リ
ー

を 脂 肪 で 投与 し た

P ゼ50 群で は死亡 率が 高く ，
P － G 群 ，

P － F 2 5 群 との

間に 有意差が み ら れ た く図1 1 ． なお
，
コ ン ト ロ ー ル

群で の 死 亡 は認 め な か っ た ．

H ． 病 理 組 織所 見

膵炎 作製後24 時間で は ， 膵 は肉眼 的 に は ， 腰大 お よ

び著明 な浮腰が み られ た ． 組織学的 に も ，
問質の 著

明な浮腫 お よ び細胞浸潤が み ら れ ， 軽 度の 出血 ， 壊

死が散見 さ れ た く図 2 aう． 7 2 時間後 に は ． 膵 周囲 の

著明 な ケ ン 化と と も に 脆弱化 した 膵が 観察 さ れ ， 組
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織学 的 に も
，
著 明 な 出血壊死 と 細胞浸潤 を認 め た

く図 2 bう． 1 2 0 時 間後 に は ， 膵周囲の ケ ン 化は 比 較的

目立 た な く な り ， 膵自体も正 常膵 に 近 い 肉眼所見 を

呈 す る よ う に な り ， 組織学的 に も ， 線推 化 と と も に

小膵管の 拡張が目立 つ よ う にな っ た く図 2 cI ．

以 上 の 組 織学的所見 は輸液 に よ る 違 い を 認 め な

か っ た ．

HI ． 窒素平衡

急性期で乏尿 を認 めた 前期72 時 間と ， 利 尿が つ き

腹水の 消失 した 後期48 時間 に 分け て
，
累積 窒素平衡

を調 べ た ． 前 期 ， 後 期共 に全群 で負の窒素平衡 で

あ っ た が 各群間 で は ， 前期 ， 後期共 に P ． G 群が 最 も良

く
， 前期 － 2 9 8 ．9 士7 1 ．3 m g く以下同 じ1 後期 － 1 6 7 ．8

士7 1 ．0 で あ っ た ． 次 い で P ． F 2 5 群 で ，

－ 3 4 5 ．7 士

4 6 ．6
，

－

1 9 2 ．1 士8 5 ．7
，
そ の 次 に P － F 5 0 群 －

4 7 5 ．4 士

1 2 8 ．9
，

－ 3 0 4 ．7 士4 7 ．9 と続き ， 最も不良で あ っ た の は
，

P ．S 群の － 5 6 3 ．9 士2 24 ．5
，

－ 3 7 2 ．3 士1 7 0 ．8 で あっ た ． こ

の う ち前期で は P －S 群と P － G
，
F 2 5 群間に 有意の 差 を

認 め ， 後期 で も P ． G 群 と P ． S 群 間に 有意の差 を 認 め

Fi g ． 1 ． M o rt a lity r a t e d u ri n g 1 2 0 h o u r s a ft e r

O p e r a ti o n in fi v e p a n c r e a ti ti s g r o u p s ．

＋
， g r O u p W i th o u t fl ui d i n f u si o n くn

ニ 3 01 三 ■ ，

g r o u p P
－ S くn ニ 6 01 i O ， g r O u p P － G くn ニ 3 51 ニ ム ，

g r o u p P
－ F 2 5 くn ニ 2 9J i A ， g r O u p P － F 5 0 くn ニ 3 51 ．

ホ
， p く0 ，0 5 ．
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た ． ま た ． 前期 後期 を通 じて
，
P－S 群 と F 5 0 群の 間

に 有意差は認 め ら れ な か っ た く図 3 1 ．

一山
一 方

，
単 開腹群 に お い て も ， 最 も窒素平 衡が 良好 で

あ っ た の は C－G 群 で ， －2 1 9 ．5 士 5 1 ．5 ，－－1 4 5 ．0 士 4 1 ．5 で

あ り ， 次 い で C－F 5 0 群 の
－

4 13 ．4 士 13 1 ．1
， －20 1 ．9 士

3 ．0 ， じS 群 の － 4 2 0 ■9 士3 5 ．0
，

－

4 8 6 ．6 士 18 9 ．9 で あ っ

た ■ ニの う ち
，
C － S 群 と G 群 問に は前後期 を通 じて 有

意差を認 め ， C － G 群 と C ゼ5 0 群間 で は 前期 の み に 有意

差 を認め た － ま た ， 後期で は C ．S 群と C ゼ 5 0 群間に

も有意差 を認め た く図 4 卜 す な わ ち ，
カ ロ リ ー 0 の

生理 食塩 水 を投与 し た群が 最も 不 良の 値 を示 し た が
，

同カ ロ リ ー

を投与 し て も
，
そ の 内容 に お い て 脂肪含
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量 が 多し1 程 ， ま た投与初期程 ， 不 良な値 を示 し た ．

I V ． 膵組 織 へ の
3
H 一 口 イ シ ン の 取 り込 み

膵 ホ モ ジネ ー ト全体 へ の
3

王i一口 イ シ ン の 取 り 込 み

は
．
正常 ラ ッ ト で5 6 8 6 士 4 8 9 D P M l m g ． p r o t ei n く以 下

同 じ1 で あ っ たが
， 膵炎作製後24 時間で は P ．S 群が

2 89 6 士 4 3 5
，
P － G 群 が 30 0 0 士5 59

，
P － F 2 5 群 が 35 7 7 士

48 2
， そ し て P 一 郎0 群が 27 4 2 士 4 4 3 と す べ て の 群 で低

下 し た ■ その 低下 は12 0 時間後 ま で認め ら れ たが
， そ

の 時 点 で ，
P ． S 群 が 2 6 7 1 士3 6 2

，
P － G 群 が 32 7 2 士

13 6 5
，
P ． F 2 5 群 が 30 9 7 士1 隠 そ し て P － F 5 0 群 が

22 8 1 士2 6 3 と な り ， 群間の 差は 認め なか っ た く図 5 1 ．

その 低下の 内訳を み ると
，
T C A 可 溶性 分画で は ， 正

Fi g ． 2 ， H i st ol o gi c al pi c t u r e s o f th e p a n c r e a s a ft e r th e tr a n s d u o d e n al
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，
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常時26 0 4 士3 4 7 で あ っ たが ， 膵炎作製後24 時間で は有

意の 低下 を示 さ ず， 12 0 時 間後初 め て P － S 群 1 7 2 5 士

2 8 0 ， P
－ G 群 17 0 0 士62 5 ， P － F 25 群 1 5 3 4 士2 5 5 ， P－F 5 0

群13 76 士3 9 5 と有意 の 低下 を示 す よ う に な っ た ，
し か

し群間に 差は み られ な か っ た く図6 う ．

と こ ろ が ，
T C A 不 溶性分画 へ の 取組 み は，正 常時

3082 士 5 2 9 で あ っ た が
， 膵炎作製後24 時間 で P －S 群

7 4 9 士2 2 2
，
P － G 群 82 9 士3 8 9

，
P － F 2 5 群 83 5 士 2 6 0 ，

P －F 50 群 56 3 士30 0 と 著明 に 低下 し
， 膵 へ の 標識ア ミ

ノ酸の 取り込 みの 低下 は T C A 不 溶性分 画 ， す な わ ち

蛋白分画 へ の 取 り込 み の 低下が 主 役 を な し て い た ．

しか し
，
72 時間後 に はP － G 群が 13 5 4 士 11 9 と 他の 3 群

より も有意に 上 昇 し ， 12 0 時 間後 に はP － G 群の み な ら

ず ，
P － F 2 5 群 もP － G 群 と差の な い ま で に 上 昇 し た く図

7 1 ． こ れ を 全 ホ モ ジ ネ ー

ト の 取 り 込 み に 対 す る

T C A 不 溶性分画 の 占 める 割合で み る と ， 正 常ラ ッ ト

で は膵に 取り込 まれ た標識ア ミ ノ 酸 の 5 3 ％ が 蛋 白 分

画で ある T C A 不溶性分画に 存在 した が
， 膵炎作製後

24 時間 で は ， 各群 と も 有意 に 低下 し ，
2 0 へ 3 3 ％と

な っ た
0
しか し

，
こ の 低下は経時間 に 回 復 し ， な か で

も P ． G 群が最も 速 い 回 復を 示 し
，
7 2 時間後 に は4 0 ％

と P ．S 群 に 対 し有意の 差 を認め る よ う に な っ た ． ま

た ，
12 0 時間後に は P － G 群の 48 ％に 加 え

，
P－F 25 群 も

D P M l m g ．
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af t e r o p e r a ti o n ．
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，

P く0 ．0 1 v e r s u s a n o th e r t w o g r o u p s ．

51 7

5 0 ％と 正 常膵と同等ま で に 回復 し た く図8 仁

山 方 ， 単開腹群 で は ， 膵 ホ モ ジネ ー ト ヘ の 標 識ア ミ

ノ 酸 の 取り 込 み は1 2 0 時間後 に は C －S 群 73 3 3 士 1 4 59 ，

じ G 群7 61 5 士 13 略 じF 5 0 群67 6 8 士 21 7 5 と や や増加 す

る傾向 を 示 す が
，
T C A 不 溶性分画 に つ い て は ，

C －S 群 24 6 3 士 2 9 4 ， C － G 群 37 3 5 士1 3 9 6
，
C ． F 5 0 群

28 1 7 士7 4 8 とほ と ん ど変化 を示 さず
，
T C A 可溶性分

画で C －S 群 4 8 6 9 士 14 36 ， C ． G 3 8 80 士85 8 ， C － F 5 0 群

39 5 1 士1 6 4 3 と 上 昇し ， 特 に C －S 群 で は有意の 差 を認

め
， 取 り込 み の 変化の 主 体は T C A 可溶性分画 で あ っ

た く図 9 J ．

V ． 血 清及 び 膝ホ モ ジ ネ ー

トの ア ミ ノ グ ラム

膵炎作製1 20 時間後の 血 清 ア ミ ノ グラ ム を み ると
，

P ，S 群で は ， 他の 3 群 に 比 して
，
V A L L E U

，
l L E が

有意 に 高く ，
A L A

，
S E R

，
G L N が 有意 に 低 く な っ

た ． ま た
，
P － G 群で は G L U がP －S 群に 比 し有意に 高

く
，
P － F 50 群 で は S E R が P － G 群お よ びP － S 群 に 比 し

有意 に 高い 値 をと っ た く表 1 b う ． 単開腹ラ ッ ト で も

同様 の 傾向 を 示 し ， C ．S 群 で V A L ， L E U ， I L E ，

P H E
，
H I S が有意 に 高く ，

A L A が 有意 に 低い 値 を示

し た く表 1 a う．

一 方
， 膵 ホ モ ジネ

ー

トの ア ミ ノ グ ラム を みる と ， 単

開腹群で は ， 無処置の 正 常ラ ッ ト に比較 して C － S 群

に お い て I L E
，
L E U

，
V A L

，
A L A

，
A R G の ア ミ ノ 酸濃

度の 上 昇を 認め たが
，
各輸液間に お け る 有意の 差 は

認 めら れ な か っ た く表 2 卜

しか し
， 膵炎群 で は ， 2 4 時間で G L U ， G L Y ， G L N ，

T A U
，
H IS

，
T R Y 以 外の ア ミ ノ酸濃度の 著 し い 上 昇

を認め る も の の 各輸液 に よ る差 は認 め ら れ な か っ た

もの が ，
1 2 0時 間後 に は ， 輸液 に よ る差が 認め ら れる

よう に な っ た ． す なわ ち ，
ア ミ ノ 酸濃度は依然高値
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を と るが
．
P － G 群に お い て V A L

，
L E U ， l L E が P

－ S

お よ び P ． F 50 群 よ り も 有意 に 低値 を 示 す よ う に な

り
．
P － F 2 5 群は 中間値 を示 し た ． ま た ， 他 の ア ミ ノ酸

も 同様の傾向に あ っ た く表 3 ， 4 ト

W ． 血 液生化学的検査
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1 ． 血 清ア ミ ラ ー ゼ

正 常 ラ ッ トで は 132 2 士16 9 uノdl で あ っ た ア ミラ ー

ゼ

は
， 膵 炎作製後24 時間 で P

－S 群 が 2 87 6 士7 9 7 ， P － G

群 30 6 0 士52 0 ， P － F 2 5 群 27 9 6 士41 6 ， P － F 5 0 群 27 2 1

士76 2 と有意 に 上 昇し た ． しか し
， 群 間の 差 は認めら

れ な か っ た ． こ の ア ミ ラ
ー

ゼ は経時的 に 減少 し
，
12 0

時間後 に は正 常以 下 に ま で低下 し た ． 特 に P － S 群は

41 7 士7 7 と 著 明 に 低下 し ，
P － G 群 の 81 6 士1 09

，

P － F 2 5 群の 87 7 士4 0 と比 較 し有意の 低値 を示 した く図

10う ．

同様の 傾向 は単開腹群 で も み ら れ ，
C － G 群 で は

10 9 8 士1 7 0 と正 常 ラ ッ ト と の 差 を認 め な か っ た の に

対 し ， じS 群 で は 58 4 士11 3 ， じF 5 0 群 で は 755 士

1 2 2 と有意 に 低下 した く図1 1ト

2 ． 血 清リ パ
ー

ゼ

正 常 ラ ッ トで 173 士 3 9 U ノm l で あ っ た リ パ
ー ゼは ，

膵炎作製後24 時間で は ， P
－ S 群 63 2 8 士1 6 8 3 ， P － G 群

68 0 4 士3 1 4 6
，
P － F 2 5 群 63 7 5 士14 6 9 ， P ゼ50 群 64 23 士

1 3 8 4 と輸液 に 関係 な く有意 に 上 昇 した ． そ の 後 は次

第 に 正 常化 に 向い ，
1 2 0 時 間後 で は有意 の 差 は認めら

れ な か っ た く図10う． 単開腹群 で は ，
C － S 群 55 士1 6

，

C － G 群 64 士27 ， C － F 5 0 群6 0 士1 0 と 各群と も に 正常時よ

りも 低下 した が ，
輸液に よ る 変化 は認 め ら れ なか っ

た く図11う．

3 ． 総脂質
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正 常ラ ッ トで は195 士22 m gノdl で ， 膵炎作製後 の変

化 が最も少な か っ た の は P － G 群 で ，
2 4

，
7 2

，
12 0 時間

後 で それ ぞれ 197 士7 4 ， 22 7 士51 ， 2 0 5 士5 2 で あ っ た ．

P － S 群 で は それ ぞ れ14 9 士24 ， 1 4 5 士2 8 ， 1 4 8 士27 と減少

した が
．
P ゼ25 群

，
U F 5 0 群 で は2 4時 間後で 259 士3 3 ，

2 7 5 士4 2 と 上昇 し， 72 時間後 で も296 士66 ， 2 9 2 士82 と

さ ら に上 昇傾向 を示 した ． し か し
，
1 2 0 時 間後 に は

P － F 50 群 が さ ら に 37 2 土81 と 上 昇 し た の に 対 し ，

P － F 25 群 は22 1 士4 8 と P － G 群と 同様の 値 をと る よ う に

な っ た く図12ユ．

単開腹群 に お い て は ，
1 2 0 時 間後 に お い て ，

C －S

群 19 7 土38 ， C ． G 群 18 3 士2 1 と変化な く ， C ゼ50 群の

み 25 4 士46 と高値 を示 した く図1 4う ．

4 ． 中性脂肪

T G は正 常 ラ ッ トが 43 士 1 0 m gJ d l で く以 下同 じ，膵

炎作製後 あ ま り大 きな 変化 は み られ な か っ た が ，
12 0

時間後 に は P － G 群 で 92 士27 と 有意 に 上 昇 し ， 他 の 3

群 とも 有意の 差 を認 めた く図13う．

一 方
，
コ ン ト ロ

ー ル 群 で は12 0 時間後 に 低下 を示 し

たが ， 群間の 差 は認 め られ な か っ た く図14 L
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5 ． 遊離脂肪酸

F F A は正 常 ラ ッ ト で0 －8 2 士0 －0 8 m E q11 で あ っ たが
，

手術後 は P 群 ，
C 群 と も に 低下 し ， 両 群 と も に グル

コ
ー ス の み を投 与 した も の が 有意 に 低値 を 示 し た

く図1 3 ， 1 4 ト

6 ． 総 コ レ ス テ ロ ー ル

T c h は正 常ラ ッ トで 35 士8 m gld l で あ っ た ． 膵炎作

製後 P －S
，
G 群 に お い て は変 動 な く 推移 す る が

，

F 2 5
，
F 5 0 群 で は 次 第 に 増加 す る 傾 向 に あ り ，

P t F 5 0 群 で は24 時間後 よ り74 士6 と 有意 に 上昇 し他の

3 群 と の 間 に も 有意の差 を認 め ，
1 2 0 時 間後 に は

108 士1 8 と非常 に 高い 値 を示 した ．

一

方 P － F 2 5 群 でも

24 時間後 よ り54 士6 と 有意の 上 昇を 示 したが ，
P ．S 群

お よび P － G 群 との 間 に 有意差は な く ， 7 2時 間後よ り

初 めて 有意差 を認め た く図131 ．

単開腹群 で は ， 1 2 0 時間後 に じS 群 49 士5 ， C － G 群

37 士7
，
C － F 5 0 群65 土5 と月旨肪投与群が有意 に 高い 値を

示 し た が
，
増加 の程度 は膵炎群 よ り は る か に 軽度で

あ っ た く図14う ．
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P L P は正 常 ラ ッ トで 93 士14 m gl d l く以下 同 じl で

あ っ た ． 膵炎作製後 ，
P － S ， G 群で は や や低下傾向 を

示 す もの の 有意の差 なく 推移 したが ，
P ． F 2 5 お よ び

F 50 群 で は 2 4 時 間 後 よ り ， そ れ ぞ れ 146 士2 1 ，

2 1 8 士27 と有意 に 上昇 し
．
1 2 0 時間後 に は P － F 5 0 群

が ． 2 4 3 士6 9 と 他の 3 群 に 比 し有意 に 高 い 値 を 示 し

た ． しか し， P t F 2 5 群で は P －S 群
，
P － G 群 との 間 に 有

意差 は認 め られ な か っ た く図1 2う．

単開腹群 に お い て も ，
1 2 0 時間後で C －S 群 11 5 士10

，

C ． G 群 90 士1 3 ， C ． F 5 0 群 17 0 士32 と脂肪投与群 で有意

に 高い 値 を示 した が膵炎群程著明で は な か っ た く図

14 L

考 察

D u d ri c k ら
51
の 発表以来 ， 各種疾患に 対す るIV H の

適応は大 き く広が っ た
劫I

． 重 症急性膵炎の治療 に 際 し

て も
，
I V H は 腸管麻痔時の栄養補給 が可能で あ ると

こ ろか ら
， 今 や不可欠の治療手段と な っ て い る

1 叫

し かも
，
I V H は単 に 栄養補給と い う 面ば か り で な

く ， 膵の 外分泌を も抑制 す る とさ れ ， 績 極的 な 治療

法 と して の 評価 も高 ま っ て来 て い る
針拙細
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5 2 4

一 方 で ， I V H 中の栄養素の構成 に 関す る研究 の 進

歩も目覚 ま しく ， 必須脂肪酸欠乏症 の 経験 な どか ら ，

脂肪乳剤の有 肝性が広く受 け入 れ ら れ て い る
聖断加－

． し

か し ， 種々 の 病態下に お け る そ の 代謝 は十分解明 さ

れ て は お ら ず， 特 に 掛 こ与え る影響 に は 定説 の無 い

の が 現状 で あ る ． 脂肪乳剤の投与 は ， 膵外 分泌 を刺

激す る と い う説
川 12I

，
オ レイ ン 酸の 濯流の み で 膵炎が

発症 した とい う 報告
13 冊

な ど膵 炎時の使用に 否定的な

意見 と ， 必須脂肪酸の欠乏は コ レ ス テ ロ
ー ル 胆 石 発

生の誘因と な り ， 膵腺房細胞 の 膜安定性 を も 低下 せ

しめ る た め 十 重症膵炎 を起 こ しや す く ． 脂 肪乳剤 の

投与 は必要で あ る と す る積極的な意見
御 用

， 膵外分 泌

に は全 く影響 を与 えず ，
臨床 的に も 支障 は 無か っ た

と す る無害説
l刀
な どが あ り

，
未 だ 意見 の

一

致 を み て

い な い ． そ こ で著者 は ラ ッ ト に 急性膵炎 を作製 し ，

グル コ ー ス と月旨肪乳剤 に よ る エ ネ ル ギ
ー 源 の構 成 を

違 え たI V H 行 な い ，
I V H が急性膵炎時の生体 と膵に

与 える影響 に つ い て 検討 した ．

急性膵炎の作製 に は ， 膵管結教法 ， 膵管内注入 乳

十 二 指腸盲管法， 代謝性膵炎 な どが そ の 実験目的
に

応 じ て用 い られ るが
軌 叫

，
著 者 が 行 な っ た 膵管内注

入法は ， 注入 薬剤の 種類お よ び 量 の 調節 に よ っ て 比

較的 一 定 した 重症型膵炎が得 られ る 方法の
一 つ と さ

れ て い る
糾卜 叫

． 著者も 注入 量 お よ び 薬剤濃度 を検討

の結果 ，
7 ％ タウ ロ コ ー ル 酸 ，

2 ％ ト リ プ シ ン の 溶

液0 ．3 m l を注入 す る こ と に よ り ，
無処置 で は そ の86 ％

が72 時間以内に 死亡す る ， 壊死性 な い し出血性膵炎

を作製 し得た ． ま ず， 1 V H を行 な っ た膵 炎ラ ッ トの

窒素平衡 をみ る と ，
当然予 想 さ れ る よ う に 前後期 を

通 じて 生理 食塩水の み を投与 した P
－ S 群 が 最 も 不良

で あ っ た ． しか し
，
同 等 の カ ロ リ

ー

を 投 与 し た

I V H 群間で も脂肪の 量が増 す に 従 っ て 窒素平衡 は不

良 と な る傾向 を示 し， カ ロ リ
ー の5 0 ％を脂 肪 で 投与

したP － F 5 0 群 と P － S 群の 間 に 差 は認 め られ なか っ た ．

と こ ろ が ， 単開腹群 に お い て は や や 様相 が異 な り ，

前期 で は 生理食塩水 の み を 投与 し た C
． S 群 と カ ロ

リ
ー

の50 ％ を脂肪で投与 し た C 一 門 0 群の 間 に 差 は 認

め られ な い も の の ， 後期で は C ． F 5 0 群の 窒 素平衡 の

方 が良好 とな り ， 回復 の速 い 軽度 の侵襲下 で は ，
脂

肪乳剤 は有効 な エ ネル ギ
ー 源と な り 得 る も の の ，

重

症膵炎の よ うな高度の侵襲下 で は 十分 に エ ネ ル ギ
ー

源 と して 利用さ れ な い もの と思 わ れ た ． し か も ， 脂

肪が 本来の窒素節約作用 を発揮 す る に は数 日 間の 適

応期 が必要で ある とい わ れ て お り
狗
，
こ の 窒素平衡 の

差 は ， 侵襲 が大 きい 乱 そ の 適応 ま で の 期間が延長

す る こ と に よ る の で は ない か と も考 えられ た ■ D a s

ら
371
は
， 膵炎時 に は肝 ト リ グ リ セ ラ イ ド リ パ ー

ゼの

欠乏の た め ，
脂肪乳剤の分解 ， 消 失率 が低下 す る こ

と を指摘 し
，
ま た

，
R o b i n ら

叫

も ， 重 症感染時に は高

イ ン ス リ ン 血症 な どに よ り ，
リ ボ 蛋白 リ パ ー

ゼや ホ

ル モ ン 感受性 リ パ ー ゼ の 活 性が 低下 して い る た め脂

肪分解 は抑制 さ れ て い る と報告 し て い る ． し たが っ

て今 回 観察さ れ た 脂肪投与群 に お け る 窒素出納 の 不

良に は 急性膵炎初期の 高イ ン ス リ ン 血 症 の 関与
39I

も

推察さ れ る0 窒素平衡 の問題以外 に も ， 脂肪 乳剤の

代謝や生体 に 与 え る影響 に つ い て ， S t r u n k ら
40，
は

，

モ ル モ ッ トの腹腔 マ ク ロ フ ァ ー ジをi n v itr o で脂肪乳

剤 と と も に 培養 す る と ， 特 異的 に そ の 貴食能が低下

す る こ と を報告 し ， また ， 森口 ら
41J
も
，
i n マiマ 0 で6

日間脂肪乳剤 を投与 した ラ ッ トの 肺 胞 マ ク ロ フ ァ ー

ジ に は
，
リ ン ホ カ イ ン に よ る 貪食能 の 活性化が な

か っ た と報告す る な ど， 網 内系活性 ，
免疫力の低下

を指摘 す る報告 が み ら れ る
42I

． ま た
，
G r e e n e ら

43，

，

S u n d st r 6 m
4 4 1
ら は脂肪乳剤 を投与 す る と肺胞拡散能

が低下 す る こ と を示 し， 健 常者で は 支障 が な い が ，

肺 疾患 を有す る 患者 に お い て は危険 因 子 と な り得る

こ と を示 唆 して い る ． 著 者の 実験 に お い て ，
カ ロ

リ
ー

の50 ％ を脂肪 で投与 し た P ． F 5 0 群 の 死亡率が ，

生理 食塩水 の み の P －S 群 の そ れ と ほ ぼ 同様 で あ っ た

の は
， 以 上 の 様 に 窒素平衡 ， 免疫能 ， 肺機能等が様々

に 関与 した 結果 であ ろう と 推察さ れ る 0 し か し なが

ら
，
カ ロ リ

ー

の25 ％ を脂肪 で 投与 した P ゼ25 群 の死

亡 率は P － G 群 と比較 して も 善が な く ，
窒素平 衡 は若

干不良で あ る も の の ， 有意の 羞 は認 め ら れ な か っ た

所 か ら ， 急性膵炎時 の月旨肪乳剤 の 使 用 自体 は禁忌で

は な い と 思わ れ る ．

ア イ ソ ト
ー

プ を利 用 した検討で は ， 侵襲 時 に お け

る月旨肪乳剤の血中消失率は克進 し て お り ， 脂肪乳剤

の エ ネ ル ギ
ー

代謝が 促進さ れ て い る と す る 諸家の 説

糾 7

や
，
脂 肪乳剤はイ ン ス リ ン分 泌 に 影響 を与え な

い た め
，
高イ ン ス リ ン血症 をひ き お こ さ ず ， 絶食期

で も高 エ ネ ル ギ ー を補給 で き る と す る N o r d e n s tr b m

ら の説
嘲
な ど

， 脂肪乳剤の 有用 性 を 支持 す る 意見も

多く み ら れ る ． また A s k a n a zi ら
4 9，
は

，
外傷 や感染時

な どの 代謝 の 冗進 した状態で は ， カ テ コ
ー ル ア ミ ン

の 増加 の た め ，
必要以 上 の グ ル コ

ー

ス は グ リ コ
ー ゲン

と な り
，
消費 エ ネ ル ギ ー の

一 部は 貯 蔵脂肪 の 動員と

燃焼 に よ っ て 得 られ るた め ， 過剰 の グ ル
コ

ー ス は む

し ろ ス ト レ ス と な る と し て い る ． 量 的 に は ，

H a ll b e r g
町
は ラ ッ ト や犬 に 15 gノk g の 脂肪 を静注して

も 問題 は な か っ た と 報告 して い る が ，
W r e tli n d ら

2m

は通 軋 小 児 で は 3
へ 4 gl k gノ日 ， 成人 で 2 gl k gl 日 を
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投与す る と報告し ．
谷村 ら

加－
は
，
3 gノk gノ日が 上 限 で

あ ろう と述 べ て い る ． 高カ ロ リ ー

の 投与 が 必要 な 重

症の 消耗性疾患に お け る ， 各々 の 病 態 に 応 じ た カ ロ

リ ー 量 ， 脂肪投与量 は ， 今後の 検 討課題 で あ ろ う が ，

今回 の実験 に お い て は ， P
－ F 2 5 群と P － G 群の 間， す な

わ ち比率 に して25 ％前後 ． 脂肪量 と し て 2 旬 2 ．5 gノk g

ノ日前後 に 急性膵炎時に お ける る 脂肪投与の 限界が あ

る もの と考 え られ る ．

さ て ，
血 清脂質に お い て も ，

カ ロ リ ー の50 ％ を脂肪

乳剤で投与 した 群 で は 単開腹の コ ン ト ロ ー ル 群 で も ，

血清脂質 に 異常 を生 じて お り ． 投与 し た 脂肪乳剤が

十分に代謝さ れ て い な い こ とが 推察 さ れ る ． こ の 異

常は膵炎群で著明 と な り ，
T L

，
P L P

，
T c h は とも に月旨

肪乳剤 を投与 し た 群 で 高値 を 示 し た ． し か し
，

P － F 2 5 群と F 5 0 群 で は や や異な り
，
1 2 0 時 間後 に は

P － F 2 5 群で ほ ぼ正 常値 に 近く復 して い た ． こ れ は
，
急

性膵炎時の 脂肪 利用 の低下 と ， それ が120 時間後 に は

次第 に 回復 し て 来る こ と を示 して お り ， P ゼ50 群 に

お ける血清脂質の 異常は脂肪乳剤 の 投与 量 が過剰 で

あ っ た た め で あろ う と 思わ れ る ． T G の 動 き を み て

も ， コ ン ト ロ
ー ル 群 で は低下 す る が ， 膵 炎群 で は 上

昇し ， T G の 分解が 膵炎時 に 抑制さ れ て い る こ と が示

唆さ れ る ． しか し ， グル コ ー ル の み を投与 したP － G 群

に おい て も有意に 高値 を示 した の は ， 投 与 した グ ル

コ
ー ス が エ ネ ル ギ

ー

と し て 利用 さ れ る と と も に
，

F F A の エ ス テ ル 化が 促進さ れ た た め と推察 され る
5り

．

さ て
，
急性膵炎時に 膵の 蛋 白合成 が低下 す る こ と

は
．
組織学的所見か らも 十分推察 さ れ ， 標識 ア ミ ノ

酸 の 取り込 み の 低下 か ら も証明さ れ て い る 矧 S3I ． し か

し
．
M a ch o v i c h ら

52I
は ， 組織学的所見と ア ミ ノ 酸 の

取り込 み の低下 と の 間に 時間的 に ずれ が あ る こ と ，

膵のア ミ ノ 酸濃度の 上 昇が み られ る こ と な どか ら ，

標識ア ミ ノ 酸の 取 り込 み の低下 は単 に 腺房細胞 の破

壊に よ る だ け で は な く
，
蛋 白 融解 に よ る ア ミ ノ 酸

プ ー ル の 増加も 関与 して い る と し て い る ． 著者 の 実

験に お い て も
，
2 4 時間後に 標識 ア ミ ノ 酸 の 蛋白分画

へ の 取り込 み が 最も 低下 し たが ．
7 6 時 間後 に は 回 復

傾向を示 し
， 特 に P － G 群で は有意 に 上 昇 し て い た に

も か か わ ら ず
， 組織学的に は76 時 間後 の 腺房細胞 の

破壊が最も顕著 で あ っ た こ と
，
2 4 時 間後 の 膵 ア ミ ノ

グラ ム に お い て ， 多く の ア ミ ノ 酸 の 濃 度が 上 昇 し て

い た こ と な ど は
，
M a c h o vi c h らの 報告と ほ ぼ 一 致 す

る もの で あ っ た ．

一

方 ， 血清 の ア ミ ノ 酸濃度も
，
標識

アミ ノ 酸の 取 り込 み に 影響 を あ た え る こ と が 知 ら れ

てい る が
， 今 回の 実験 に お い て

， 標 識 ア ミ ノ 酸 の 取

り込み に 差 が 認め られ な か っ た単 開腹群 の う ち ， 生
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理 食塩水の み を投与 した C ．S 群 で V A L
，
L E U

，
I L E な

どの 血清ア ミ ノ 酸濃度が上 昇 して い た に も か か わ ら

ず， 膵ア ミ ノ グ ラ ム で は
， 他の 輸液群 と差 を認 め な

か っ た こ と
， 血 清 ア ミ ノ 酸濃度 に 差 が 認 め ら れ な

か っ た P － G
，
F 2 5

，
F 5 0 群 の う ち

，
膵 ア ミ ノ グ ラ ム で

V A L
，
L E U

，
I L E の 濃度の低下 して い たP － G 群 で 有意

に 標識ア ミ ノ酸の 蛋 自分画 へ の 取 り込 み が 増加 し て

い た こ と を 考慮す れ ば
， 膵 へ の 標識 ア ミ ノ 酸 の 取 り

込 み は
，
血 清ア ミ ノ 酸よ りも 膵の 前駆 ア ミ ノ 酸 プ ー

ル の 影 響の 方が大 で あ ろ うと 思わ れ る ．

以上 の様 に ， 膵炎後は ア ミ ノ 酸 プ ー ル の 増加 と と

も に 標識 ア ミ ノ 酸の 取り込 みが 低下す る こ と は ， 著

者の 実験結果も従来の 報告も同様で あ っ た ． しか し
，

膵炎後の 輸液 の 違 い に よ っ て
， 膵の ア ミ ノ グ ラ ム お

よび 標識 ア ミ ノ 酸の 取り込 みが 異な る と す る 報告 は

著者の 検索 した限 り
，
皆無 で あ る ． こ の 機 序 を 説明

する こ と は容易 で はな い が ， イ ン ス リ ン は肝 ， 筋肉

な どで 標識 ア ミ ノ 酸の 蛋白質 へ の 取 り込 み を 増加 さ

せ る と い わ れ て お り
餌J

， 特 にイ ン ス リ ン ． グ リカ ゴ ン

比 が 重要で あ る とさ れ て い る 矧
聖． K o r c ら

珊
は

，
ス

ト レ プ トゾ ト シ ン を投与 した糖尿病 ラ ッ トの 腺 房細

胞 を
，
イ ン ス リ ン に よ っ て 刺激 す る と

3
H － L e u ci n e ，

3
王子－ V ali n e の蛋 白分画 へ の 取 り込 み が 増加 す る と 報

告 し， 膵 の腺房細胞 の蛋白合成 も イ ン ス リ ン に よ っ

て 促進 され る と して い る ．

一 方
，
H ell m e n ら

581
は
，
ラ

ン ゲ ル ハ ン ス 島周囲の 腺房細胞 で は チ モ ー

ゲ ン 顆 粒

が 大き く
，
豊富 で あ る こ と を報告 し ， 内因性 イ ン ス

リ ン の 腺房細胞の 蛋白合成 に与 え る 影響 を 示 唆 して

い る ． 著者の 実験に お い て ， 主 と して グル コ ー ス を

カ ロ リ
ー 源 と した群 で標識ア ミ ノ 酸の 蛋白分画 へ の

取り込 みが 増加 した の は
， 内因性イ ン ス リ ン の 分泌

を刺激 し蛋白合成 を促進 した た め と も 推察 さ れ ． そ

の 結果 ， 膵炎 に よ り 一 度増加 し た ア ミ ノ 酸 プ ー ル の

正 常化 を招来 した も の と思 わ れ た ．

これ ま で 重症膵炎に 対す る1 V H の 効果は単 な る補

助療法 と して の 働 き と考 えら れ る こ と が 多 か っ た ．

しか し ， 今回 の 実験 に よ っ て栄養補給 が損傷 さ れ た

膵 の 修復に 影響 を与 え
，
さ ら に 栄養素 の 組 み 合わ せ

に よ っ て そ の 効果が 異な る こ とが 明 ら か と な っ た こ

と は非常に 興味深 い と 思 わ れ た ．

結 論

ラ ッ トに 急性膵炎 を作製 し
，
グ ル コ ー ス と 脂 肪 に

よ る工V H を行 な っ て ， 以下 の 結果 を得た ．

1 ． 輸液に よ っ て ラ ッ トの 死亡 率 は低下 し たが
，
カ

ロ リ ー の 50 ％ を脂肪 で投与 した群 と ， 生理 食塩水の
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み を投与 した群 で は ，
カ ロ リ

ー の 全 て を グ ル コ
ー ス

で 投与 した 群お よ び25 ％を月旨肪 で投与 した群 に 比 し，

有意 に 高 い 死 亡率 を示 した ．

2 ． 窒素平衡 は生 理 食塩水 の み を 投与 し た 群 で 最

も 不良であっ た が ．
1 V H で も脂肪乳剤の 比率 が増 す

と 不 良と な り ，
カ ロ リ ー の5 0 ％ を 脂肪 で 投与 し た 群

で は生理食塩水 を投与 し た群 と差 を認 め な か っ た ．

3 ． 標識 ア ミノ 酸の 蛋自分画 へ の 取り 込 み は ， 膵 炎

作製後著 しく減少 した が ， 全 力 ロ リ ー を グ ル コ
ー ス

で 投与 した群 で は ， 7 2 時間後で 有意 に 増加 し ， 1 2 0 時

間後 に は25 ％ を脂肪 で投与 し た群 で も 増加 し た ． し

か し
，
生理 食塩水 の み を 投与 し た 群 と カ ロ リ

ー の 5

0 ％ を脂肪 で投与 した 群で は ，
減少 した ま まで あ っ た ．

4 ． 膵 炎後 ， 膵の ア ミ ノ 酸 の う ち ，
I L E

，
L E U

，

V A L
，
T H R

，
P H E

，
S E R

，
T Y R が 有意 に 上 昇 し たが カ

ロ リ
ー の1 0 0 ％ をグル コ

ー ス で投与 した群 お よ び25 ％

を脂肪 で 投与 した 群で は ，
1 2 0 時間後 に そ れ らの ア ミ

ノ 酸が有意 に 低下 し た ．

一 方 ， 生 理 食塩水 お よ び カ

ロ リ ー の 50 ％を脂肪 で投与 し た群 で は 低下 が著明 で

な く
， 前 2 群 と の 間に 有意差 を認 め た ■

5 ． 血 清脂質の う ち T G 以 外 は全て ，
脂肪 を投与 し

た群 で有意 に 高い 債 を示 した が ， 1 2 0 時間後 に は カ ロ

リ
ー

の50 ％を脂肪で 投与 した 群の み が 有意 に 高 い 値

を示 した ． また T G は全 力 ロ リ
ー

を グル コ ー ス で 投与

し た群で t
12 0 時間後 に 有意 に 高 い 値 を示 した 一

以上 よ り ， 急性膵炎時の1 V E は全 身的 な影響の み

な ら ず， 膵 の ア ミ ノ 酸代謝お よ び 蛋白合成能 の 回 復

に 有効で あ る と考 え られ た ． また
，
脂 肪 は 禁忌 で は

な い が
，
過 剰な 投与は エ ネ ル ギ

ー 源 と し て も ， 膵 の

蛋 白合成能の 回 復の面 か ら も不利 で あ り ，
急性 膵炎

時 の工V H の カ ロ リ
ー 源と して は ，

グ ル コ
ー ス を 主体

と した ほ うが 望 ま し い と思わ れ た ．
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